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重水臨界実験装置（ ）は昭和 年に初臨界を迎えて以来、数多くの炉物理データの取得に

より、新型転換炉原型炉「ふげん」及び同実証炉の研究開発に大きく寄与した後、平成 年 月

を以てすべての運転を停止した。その後、解体届を平成 年 月 廃止措置計画の認可は平成

年 月 に提出し、廃止措置に移行した。

の廃止措置工程は 段階に分類され、施設の本格解体を行う第 段階「原子炉本体等の解

体撤去」は、平成 年度に開始し、現在、平成 年度の完了を目指して工事を継続中である。

本報では平成 年度に実施した解体実績及び解体に係る各種データ等についての評価取りまと

め結果を報告するものである。

大洗研究開発センター：〒 茨城県東茨城郡大洗町成田町 番地
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Deuterium Critical Assembly (DCA) achieved first criticality in 1969 and was used for 

research and development program of Advanced Thermal Reactor. As the aim of facility was 
achieved, DCA decommissioning work started in 2002.   
Decommissioning schedule consists of 4 stages. The third stage, which is the main work (To 

dismantle and remove reactor vessel and main equipment), was started in 2008 and will be 
finished at 2023. This report describes DCA decommissioning work and data (Ability of 
cutting tools and Man-hours) in 2013. 
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1.緒言 

 

重水臨界実験装置(以下「DCA」という。)は、昭和 44 年に初臨界を迎えて以来、数多くの炉物

理データの取得 1）2）3）により、新型転換炉原型炉「ふげん」の研究開発に大きく寄与した。その

後、平成 5 年から平成 7 年にかけて、炉心改造を行った後、未臨界度測定技術の研究開発等を進

め種々のデータを取得 4) したが、所要の使命を達成したことにより平成 13年 9 月を以てすべての

運転を停止した。それに伴い、解体届を平成 14 年 1 月(廃止措置計画の認可は平成 18 年 10 月)

に提出し、廃止措置に移行した。 

DCA の廃止措置工程は 4 段階に分類され、施設の本格解体は第 3 段階「原子炉本体等の解体撤

去」として平成 20年度から実施しており、現在も継続中である。これまでに解体した主な機器は、

グローブボックス（α固体廃棄物）、重水系タンク及び配管、炉室内の構造材等（β・γ固体廃棄

物、クリアランス対象物、放射性廃棄物でない廃棄物（NR確認対象物））、管理区域外に設置され

ていた制御盤（非放射性廃棄物）等であり、多種多様形状及び汚染形態の機器を解体してきた。 

本報告書では、現在継続中である第 3 段階のうち、平成 25 年度に実施した解体実績及び各種

解体データ等の評価、考察を示すものである。 

 

 

 

2.施設の概要 

 

DCA は原子炉が設置されている原子炉建屋、制御室と居室等が配置されている付属建家、廃液

設備が設置されている DPタンクヤード、排気設備等が設置されている機械室建屋等から構成され

ている。また、廃止措置計画の認可申請書における解体対象範囲は原子炉建屋と DP タンクヤード

が全域、その他の付属建屋等については管理区域に隣接する更衣室及びホット実験室、操作盤関

係が設置されていた制御室、放射線管理設備が設置されている補物室等が対象範囲となっている。 

DCA 配置図を図 1に、平面図を図 2-1～図 2-3 に示す。 

 

 

 

3.廃止措置工程 

 

DCA の廃止措置工程は第 1～第 4段階に分けて実施しており、第 1段階は原子炉の機能停止に係

る措置、第 2段階は燃料棒分解洗浄設備等の解体撤去、平成 20 年度からは、第 3段階として「原

子炉本体等の解体撤去」に着手しており、現在も継続中である。 

DCA の廃止措置計画に係る全体工程を表 1に、DCA の第 3段階解体工程を表 2に示す。 
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4.解体内容 

 

4.1 解体概要 

DCA では平成 20 年度より原子炉本体等の解体に着手しており、これまでの解体作業を通し

て各種切断装置の性能及びその適合性や解体に必要な工数、解体工法に係るノウハウ等を蓄

積してきた。これらの実績を基に解体計画を立案して、平成 25年度はアルミニウム製（以下

「アルミ製」という。）の小型タンク 3基とこれに接続する配管・ポンプ類の解体撤去を実施

した。 

 

4.2 解体対象物 

DCA 生体遮へい体内の地下 1 階（重水系室）に設置された比較的小型のタンクであるアル

ミ製の軽水ドレンタンク（φ1,300 ㎜×L2,550 ㎜×t4㎜）、劣化重水ドレンタンク（φ950 ㎜

×L1,600 ㎜×t4 ㎜）及び重水ドレンタンク（φ950 ㎜×L1,600 ㎜×t4㎜）3基の解体を実施

した。加えてこれらのタンクに接続されていた配管、バルブ、ポンプ類を解体した。撤去前

の小型タンク等の設置状況を図 3 に示す。また、撤去機器一覧を表 3 に、撤去配管配置図を

図 4に示す。 

 

 4.3 解体方法 

 解体作業はタンク周囲に簡易ハウスを設営し、結露により、発生が予測されるタンク内の

残液を確認した後、クリアランス物として管理するため、切断部罫線及びナンバーのマーキ

ング、粗切断、細断を表面汚染の管理を着実に行い実施した。図 5に作業手順に示す。 

解体には、汎用的な電動治工具であるバンドソー（日立 CB12VA2-350W タイプ）、ジグソー

（マキタ 4650FCT-720W タイプ）、ニブラ（日立 CN60-1330W タイプ）を用い、火災発生の恐れ

を考慮し、グラインダー等は使用しないこととした。 

 

 

 

5.結果 

 

これまでの解体実績から、ジグソー、ニブラは主にタンク胴部や鏡部の切断を、バンドソー

は比較的厚肉のフランジや配管等を切断するのに用いた。当該タンク等の切断状況を写真 1に、

配管の切断状況を写真 2に示す。また、小型タンク等の解体前後の状態を写真 3に示す。 

各タンク及びアルミ製の配管については、クリアランス対象物として取り扱うことから 5）6）、

クリアランス測定を考慮し、細断化と面取りを行った。細断作業においては、バンドソー、ジ

グソー及びニブラが十分な切断能力を有していることを確認した。これらの細断作業について

は主に炉室 1階に設置された簡易ハウス内で実施した。 

平成 25 年度の解体工程の実績を表 4に示す。 

  表 4 に示すとおり、解体には、作業日数が 100 日、総人工数が 336 人工であった。 
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6.評価及び考察 

 

6.1 各種切断工具の能力とその適合性評価 

解体対象物であるアルミ製の小型タンク及び配管等の切断に用いたニブラ、バンドソー及

びジグソーに係る切断能力評価を以下に示す。 

表 5 及び表 6 に示したニブラ及びジグソーでの切断データから、同様な厚さのアルミ材の

切断において、ニブラは平均 2.15cm/s に対してジグソーは 1.14cm/s と、ニブラがジグソー

に対して約 2 倍の切断能力を有することが確認できた。また、解体期間中においてニブラの

刃は健全な状態を維持し耐久性にも優れていた。これに対して、ジグソーは頻繁に刃を交換

する必要があり、切断作業に対するメンテナンス時間のロスが大きかった。一方、切断時の

切削粉発生（二次廃棄物）の観点では、ニブラが最も発生量が多く、汚染物の切断等におい

ては、その回収を考慮する必要がある。 

表 7 にバンドソーの切断能力を示したが、切断できる懐幅が限られるものの厚みがあるア

ルミ材や配管（最大切断：配管外径 120 ㎜）の切断に適していることが確認できた。ここで

は単位面積あたりの切断能力をまとめているが、配管（アルミ材）50A(肉厚 3.5mm)及び 25A(肉

厚 2.5mm)サイズに対して前者がワンカットあたり約 30秒、後者が約 15秒で切断することが

できた。 

また、切断対象物の形状に対する適合性については、平板にはニブラ及びジグソーが適し

ており、配管にはバンドソーが適することが分かった。 

 

6.2 解体工数の評価 

解体工程の実績を表 4 に示したが、当該解体作業に 100 日、総人工 336 人工を要した。ま

た、作業項目単位での人工数及び作業割合は表 8に示すように、解体・切断に 76％、部材の

運搬に 11％、グリーンハウスの設営に 9％、他作業準備が 4％であった。 

なお、解体対象物のほとんどはクリアランス対象であることから、クリアランス検認装置

で測定できる大きさであり、廃棄物収納缶に効率よく収納できるよう、おおよそ 700 ㎜×200

㎜に切断することとした。このため、軽水ドレンタンク（φ1,300 ㎜×L2,550 ㎜×t4㎜）で

は、約 400 片に細断し、他の 2つのタンクも各々約 250 片に細断した。配管も合わせると 1000

片以上に細断を行っており、多くの時間を要した。 

前述した条件等において総作業工数と総解体重量の観点から人工数を評価した結果を表 9

に示す。単位重量当たりの解体に必要となる人工は 0.3 人/kg となった。また、参考として

同表には平成 20 年度～平成 24 年度に実施した評価結果も合わせて表示した。これらの解体

データは合理的に廃止措置の計画を策定し、遂行するために開発されている廃止措置計算コ

ードシステム「COSMARD」での解体人工評価等 7）に必要なデータベースに寄与できるものと考

える。 
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6.3 廃棄物発生量の評価 

解体において発生した廃棄物量を表 10に示す。総計は 1,110kg であり、うちクリアランス

対象物であるアルミ材は、約 792kg であり、廃棄物収納缶（200ℓ）7 缶に収納した。残りの

放射性廃棄物となる炭素鋼及びステンレス鋼 319kg についても廃棄物収納缶（200ℓ）3 缶に

収納した。収納缶 1本あたりの平均充てん率は約 68％であり、細断によるボリュームの低減

が十分はかられていることが確認できた。 

なお、参考として平成20年度～平成25年度までに実施した解体物重量一覧を表11に示す。 

 

 

 

7.結言 

 

今後の解体対象物には高所設置機器、大型塔槽類、ステンレス製厚板(約 t45 ㎜)等が予定され

ている。高所設置機器と大型塔槽類の解体では、足場の設置、高所からの吊り降ろし、落下防止

対策等により、計画段階での作業手順、人工数評価が重要となる。通常の解体とは異なる高所作

業設備や重量物を移動するための簡易的な運搬設備等を整備する必要がある。また、ステンレス

製の厚板を効率的に切断するためにはプラズマアークや酸素アーク切断等の溶断技術を適用す

る必要があり、これには溶断設備の整備や取扱いに関する知識の習得や訓練が必要となる。 

今後の解体工事においても、解体に係る各種データを採取し、それらをデータベースとして構

築し、福島第一原子力発電所の廃止措置や機構内外の廃止措置の計画策定等に役立てることとす

る。 
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：

計
画

を
示

す
。

（
着

手
後

約
5
年

間
）

平
成

2
0
～

3
4
年

度

・
核

燃
料

物
質

取
扱

施
設

、
貯

蔵
施

設
、

廃
棄

物
　

廃
棄

設
備

、
放

射
線

管
理

施
設

の
解

体
撤

去
　

及
び

重
水

倉
庫

、
Ｄ

Ｐ
タ

ン
ク

ヤ
ー

ド
の

解
体

、
　

原
子

炉
建

屋
、

放
射

線
遮

へ
い

体
の

解
体

・
重

水
系

設
備

、
ガ

ス
系

設
備

、
計

測
制

御
系

統
　

施
設

、
原

子
炉

本
体

の
解

体
撤

去

・
原

子
炉

建
屋

、
放

射
線

遮
へ

い
体

の
除

染
及

び
　

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
放

射
能

濃
度

の
測

定

平
成

1
5
～

1
9
年

度

原
子
炉
建
屋
等
の

解
体
撤
去
等

解 体 に 係 る

工 事 開 始

廃 止 措 置 終 了

原
子
炉
の
機
能
停
止
に
係
る
措
置

原
子
炉
本
体
等
の
解
体

撤
去

解
体
届

提
出

▼

第
１
段
階

燃
料
棒
分
解
洗
浄
設
備
等
の

解
体
撤
去

第
３
段
階

第
２
段
階

第
４
段

階

▲

燃
料
搬
出
の
完
了
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工
期

（
年

度
）

項
　

　
目

●
燃
料
棒
分
解
洗
浄
設
備
の
解

体
撤
去

・
フ
ー
ド
等
の
解
体

●
重
水
系
設
備
の
解
体
撤
去

・
動
力
盤
等
の
撤
去

・
動
力
盤
等
の
解
体

・
重
水
精
製
設
備
等
の
解
体

・
重
水
ド
レ
ン
タ
ン
ク
等
の
解

体

・
重
水
系
室
配
管
類
の
解
体
撤

去

・
重
水
冷
却
器
、
重
水
加
熱
器

等

●
ガ
ス
系
設
備
の
解
体
撤
去

・
補
給
タ
ン
ク
等
の
解
体

●
計
測
制
御
系
統
施
設
の
解
体

撤
去

・
制
御
室
制
御
盤
等
の
解
体

・
安
全
棒
及
び
制
御
棒
保
管
架

台
等
の
解
体

・
制
御
室
計
器
盤
等
の
解
体

●
原
子
炉
本
体
の
解
体
撤
去

・
カ
ラ
ン
ド
リ
ア
管
、
圧
力
管

及
び
台
車
の
解
体

・
炉
心
タ
ン
ク
上
部
固
定
架
台

等

・
炉
心
タ
ン
ク
、
グ
リ
ッ
ド
板

等

●
そ
の
他

・
機
械
室
、
P
u機

械
室
一
般
機

器
の
撤
去

注
）

■
：
実
績
　
□
：
計
画
を
示
す
。

第
3
段

階

原
子

炉
本

体
等

の
解

体
撤

去

平
成

31
年
度
～
34
年
度

平
成

28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
3
0年

度

原
子

炉
施

設
の

解
体

に
向

け
た

基
礎

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
の

反
映

平
成
2
0年

度
平
成
2
1年

度
平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
2
4年

度
平

成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
2
7年

度

表
2
　
D
C
A
の
解
体
工
程

(
第

3
段
階

)
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表
3
 
撤
去
機
器
一
覧
表
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
機

器
名

称
 

設
置
場
所
 

材
質
 

数
量
 

推
定
重
量

(
kg
)
  

寸
法

(
m
m)
 

 

 
W
 

L
 

H
 

 

 
重

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ
 

重
水

系
室

 
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
 

1
 

1
4
4
.7
 

φ
9
50
 

1
,
6
00
 

t
4 

 

 
重

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ

(
ﾎﾞ

ﾙ
ﾄ･

ﾅ
ｯﾄ

) 
重

水
系

室
 

ス
テ

ン
レ

ス
 

1
 

0
.
3 

-
 

-
 

-
 

 

 
劣

化
重
水

ﾄ
ﾞﾚ

ﾝ
ﾀﾝ

ｸ 
重

水
系

室
 

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

 
1
 

1
4
4
.7
 

φ
9
50
 

1
,
6
00
 

t
4 

 

 
劣

化
重
水

ﾄ
ﾞﾚ

ﾝ
ﾀﾝ

ｸ
(ﾎ

ﾞ
ﾙﾄ

･
ﾅｯ

ﾄ)
 

重
水

系
室

 
ス

テ
ン

レ
ス

 
1
 

0
.
3 

-
 

-
 

-
 

 

 
軽

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ
 

重
水

系
室

 
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
 

1
 

2
4
4
.6
 

φ
1
,3

0
0 

2
,
5
50
 

t
4 

 

 
軽

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ

(
ﾎﾞ

ﾙ
ﾄ･

ﾅ
ｯﾄ

) 
重

水
系

室
 

ス
テ

ン
レ

ス
 

1
 

0
.
4 

-
 

-
 

-
 

 

 
軽

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ

(
ﾎﾞ

ﾙ
ﾄ･

ﾅ
ｯﾄ

) 
重

水
系

室
 

炭
素

鋼
 

1
 

5
.
0 

-
 

-
 

-
 

 

 
重

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ

配
管

 
重

水
系
室
 

ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
 

1
 

2
1
0
.0
 

φ
2
1.
7～

1
1
4
.3
 

2
4
0
,0
0
0 

-
 

 

 
劣

化
重
水

ﾄ
ﾞﾚ

ﾝ
ﾀﾝ

ｸ配
管

 
重

水
系
室
 

ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
 

1
 

2
6
0
.0
 

 

 
軽

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
ﾀ
ﾝｸ

配
管

 
重

水
系
室
 

ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
 

1
 

4
1
0
.0
 

 

 
重

水
移
送

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ 

重
水
系
室
 

炭
素
鋼
等
 

1
 

5
0
.
0 

2
2
0 

3
7
0 

4
0
0 

 

 
劣

化
重
水

回
収

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

重
水
系
室
 

炭
素
鋼
等
 

1
 

5
0
.
0 

2
2
0 

3
7
0 

4
0
0 

 

 
軽

水
ﾄ
ﾞ
ﾚﾝ
移

送
ﾎﾟ

ﾝ
ﾌﾟ
 

重
水
系
室
 

炭
素
鋼
等
 

1
 

1
2
0
.0
 

3
4
0 

4
9
0 

4
3
5 

 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
合

計
：

1
,
66
0
㎏

 
 

- 8 -

JAEA-Technology 2015-037



 
 

 
 

表
4
 
解
体
実
績
工
程
表
 

 

   

5
4

3
5

3
3

4
3

3
4

5
4

3
2

3
3

3
3

4
3

3

5
4

4

5
3

3
3

4
4

5
5

5
4

4
5

3
3

3
4

3
3

4
4

4
3

3
3

3
3

4
4

3
4

3
3

3
4

4
2

3
2

2
2

3

3
3

3
4

4

4

3
3

3
4

4

3
3

3
3

3
3

4

2

2
2

3
3

3

2
4

3
2

2
3

3
3

3
5

3

人
工

数
2

3
3

3
4

4
4

後
片

付
け

3
5

3
3
3
6

2
2

3
3

3
3

2
2

3
3

4
3

2
2

2
3

4
3

3
3

4
4

3

3
2

3
3

3
3

3
3

後
片
付

け

36
付

随
(運

搬
)

配
管

重
量
測

定
・
運

搬

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

解
体

・
切
断

19

撤
去

切
断

解
体

・
切
断

18
切
断

重
水

ド
レ

ン
タ
ン

ク
ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

解
体

・
切
断

21
切
断

劣
化

重
水
ド

レ
ン
タ

ン
ク

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

解
体

・
切
断

78
切
断

軽
水

ド
レ

ン
タ
ン

ク
ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

切
断

ﾏｰ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
(撤

去
配

管
)

解
体

・
切
断

1
19

撤
去

配
管

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

準
備

作
業

3
配

管
内

残
液
確

認

30

ド
レ

ン
タ

ン
ク
等

内
残
液

確
認

付
随
(
GH
設

置
)

簡
易
ﾊ
ｳｽ
設

営

準
備
作

業
9

98
99

10
0

準
備

92
9
3

94
95

9
6

97
8
6

87
88

8
9

90
91

80
81

82
8
3

84
85

74
75

7
6

77
78

7
9

68
6
9

70
71

72
7
3

62
6
3

64
65

6
6

67
作

業
項

目
作

業
日
数

作
業

分
類

人
工

数
61

3
3

4
2

3
4

4
3

4
3

4
3

3
3

3
3

3
3

4
3

4
4

3
3

4
4

3
5

4
3

4
4

4
3

5
4

4
5

4
3

5
5

3
3

5
5

3
3

3
4

3
3

人
工

数
5

3
4

5
4

3
2

3

後
片
付

け

重
量
測

定
・
運

搬

切
断

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

配
管

撤
去

切
断

重
水

ド
レ

ン
タ
ン

ク
ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

切
断

劣
化

重
水
ド

レ
ン
タ

ン
ク

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

軽
水

ド
レ

ン
タ
ン

ク
ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

切
断

切
断

ﾏｰ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
(撤

去
配

管
)

撤
去

配
管

ﾏ
ｰｷ
ﾝ
ｸﾞ

配
管
内

残
液
確

認

ド
レ

ン
タ

ン
ク
等

内
残
液

確
認

簡
易
ﾊ
ｳｽ
設

営

17
18

1
9

12
1
3

25
14

15
31

20

準
備

21
22

2
3

24
5
0

51
52

5
3

54
55

44
45

4
6

47
48

49
38

39
4
0

41
42

4
3

5
6

57
58

59
6
0

1
6

8
9

10
11

32
3
3

34
35

作
業
項

目
作

業
日

数

1
2

3
4

5
6

7
3
6

37
2
6

27
28

2
9

30
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切断対象物 

切断長さ 

(cm) 

厚さ 

(㎝) 

切断時間 

(s) 

切断能力 

(㎝/s) 
備考 

重水ドレンタンク 

25.0 0.4 9.0 2.78 

2.41 
平板        

（アルミ材） 

25.0 0.4 8.0 3.13 

25.0 0.4 11.0 2.27 

25.0 0.4 10.0 2.50 

25.0 0.4 14.0 1.79 

60.0 0.4 30.0 2.00 

劣化重水ドレンタンク 

31.4 0.4 10.0 3.14 

1.89 
曲板        

（アルミ材） 

31.4 0.4 41.0 0.77 

31.4 0.4 25.0 1.26 

31.4 0.4 13.0 2.42 

平均切断能力 2.15 
 

       

 

表 5　ニブラを用いた切断データ

(日立ニブラ CN60-1330W タイプ )
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切断対象物 

切断長さ 

(cm) 

厚さ 

(㎝) 

切断時間 

(s) 

切断能力 

(㎝/s) 
備考 

重水ドレンタンク 60.0 0.4 78.0 0.77 0.77 
曲板 

（アルミ材） 

劣化重水ドレンタンク 60.0 0.4 40.0 1.50 1.50 
曲板 

（アルミ材） 

配管 

(50A) 

70.8 0.35 101 0.70 

0.79 
円筒型 

（アルミ材） 

67.0 0.35 82 0.82 

69.0 0.35 91 0.76 

69.4 0.35 77 0.90 

70.3 0.35 78 0.90 

70.8 0.35 127 0.56 

67.0 0.35 82 0.82 

69.0 0.35 87 0.79 

69.4 0.35 80 0.87 

70.3 0.35 84 0.84 

平均切断能力 1.02 
 

       

　 

表 6　ジグソーを用いた切断データ

(マキタ 4350CFT-720W タイプ )
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切断対象物 

切断面積 

(㎝ 2) 

厚さ 

(㎝) 

切断時間 

(s) 

切断能力 

(㎝ 2/s) 
備考 

劣化重水ドレンタンク 

25.0 3.9 85.0 0.29 

0.35 
フランジ      

（アルミ材） 

25.0 3.9 62.0 0.40 

25.0 3.9 64.0 0.39 

25.0 3.9 79.0 0.32 

配管 

(50A) 

6.26 0.35 28.0 0.22 

0.20 
円筒型        

（アルミ材） 

6.26 0.35 29.0 0.22 

6.26 0.35 36.0 0.17 

6.26 0.35 31.0 0.20 

6.26 0.35 34.0 0.18 

6.26 0.35 34.0 0.18 

6.26 0.35 34.0 0.18 

6.26 0.35 34.0 0.18 

6.26 0.35 34.0 0.18 

6.26 0.35 32.0 0.20 

6.26 0.35 28.0 0.22 

6.26 0.35 32.0 0.20 

6.26 0.35 32.0 0.20 

配管 

(25A) 

2.47 0.25 12.0 0.21 

0.19 
円筒型        

（アルミ材） 

2.47 0.25 13.0 0.19 

2.47 0.25 14.0 0.18 

2.47 0.25 12.0 0.21 

2.47 0.25 13.0 0.19 

2.47 0.25 14.0 0.18 

2.47 0.25 14.0 0.18 

2.47 0.25 14.0 0.18 

2.47 0.25 14.0 0.18 

2.47 0.25 13.0 0.19 

2.47 0.25 13.0 0.19 

2.47 0.25 13.0 0.19 

平均切断能力 0.24 
 

 

 

表 7　バンドソーを用いた切断データ

(日立ロータリバンドソー CB12VA2-350W タイプ )
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表 8 解体実績工程表の比較 

 

作業項目  小型タンク等の解体（人工） 作業割合（％） 

準備作業 12 3.6 

解体・切断 255 75.9 

足場設置 0 0.0 

運搬 36 10.7 

GH 設置 30 8.9 

GH 撤去 0  0.0 

後片付け 3 0.9 

合計 336 100.0 
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実
施

年
度
 

作
業

項
目
 

 
作

業
エ

リ
ア
 

作
業

総
人
工

数
(
人
) 

解
体

物
総
重

量
(
㎏
) 

作
業

総
人
工

数
(
人
)
/ 

解
体

物
総
重

量
(
㎏
) 

平
成

2
5
年
度
 

小
型

タ
ン
ク

等
の
解

体
 

 
管

理
区

域
 

3
3
6
 

1
1
1
0 

0
.
3
0
  

 

総
作

業
人

工
数

と
総

解
体

重
量

の
割

合
(
平

成
2
0
年

度
～

平
成

2
4
年
度
)
(
参
考
)
 

実
施

年
度
 

作
業

項
目
 

作
業

エ
リ
ア
 

作
業

総
人
工

数
(
人
) 

解
体

物
総
重

量
(
㎏
) 

作
業

総
人
工

数
(
人
)
/ 

解
体

物
総
重

量
(
㎏
) 

平
成

2
0
年
度
 

一
般

機
器
の

撤
去
 

非
管

理
区
域
 

6
9
 

1
1
6
1
0 

0
.
0
1
  

重
水

系
設
備

（
動
力

盤
等
）
の

撤
去
 

管
理

区
域
 

―
 

―
 

―
 

フ
ー

ド
等
の

撤
去
 

管
理

区
域
 

1
9
1
 

1
0
6
0 

0
.
1
8
  

平
成

2
1
年
度
 

ガ
ス

系
設
備

（
補
給

タ
ン
ク
）

の
撤

去
 

管
理

区
域
 

3
7
 

1
6
0
0 

0
.
0
2
  

重
水

系
設
備

（
動
力

盤
等
）
の

解
体
 

管
理

区
域
 

5
5
 

3
6
1
0 

0
.
0
2
  

重
水

系
設
備

（
重
水

精
製
設
備

等
）

の
解

体
 

管
理

区
域
 

1
3
1
 

3
7
1
0 

0
.
0
4
  

平
成

2
2
年
度
 

圧
力

管
及
び

カ
ラ
ン

ド
リ
ア
管

等
の

解
体
 

管
理

区
域
 

4
6
3
 

3
8
3
0 

0
.
1
2
  

平
成

2
3
年
度
 

制
御

室
制
御

盤
等
の

解
体
 

非
管

理
区
域
 

1
6
8
 

3
6
0
0 

0
.
0
5
  

平
成

2
4
年
度
 

安
全

棒
・
制

御
棒
駆

動
装
置
及

び
そ

の
保

管
架
台

等
の
解

体
 

管
理

区
域
 

3
8
8
 

4
6
1
0 

0
.
0
8
  

制
御

室
計
器

盤
等
の

解
体
 

非
管

理
区
域
 

4
6
 

2
0
7
2 

0
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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